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ⅩⅠ  浜岡原子力発電所の運転状況等 

中部電力株式会社 

 

 平成２８年度（平成２８年４月～平成２９年３月）の浜岡原子力発電所の運転状況等を

以下に示す。 

 

１ 浜岡原子力発電所のプラント状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

図１ 浜岡原子力発電所のプラント状況 

２ 放射能放出管理 

第１３回施設定期検査 

第５回施設定期検査 

         ・安全性向上対策実施中（地震・津波・重大事故対策等） 

         ・主復水器細管損傷に係る対応を実施中 

         

 平成 22 年 
11/29～ 

 平成 24 年 
1/25～ 

 平成 24 年 
3/22～ 

１号機 

および 

２号機 

(廃止措置中)  

３号機 

(出力 110 万 kW) 

４号機 

(出力 113.7 万 kW) 

５号機 

(出力 138 万 kW) 

 平成 21 年 
11/18～ 

         ・安全性向上対策実施中（地震・津波・重大事故対策等） 

         ・新規制基準への適合性確認審査中 

         ・安全性向上対策実施中（地震・津波・重大事故対策等） 

         ・新規制基準への適合性確認審査中 

         ・高経年化技術評価の実施 

第１７回施設定期検査 

         ・１号機および２号機から全ての燃料を搬出（平成２７年３月１０日） 

         ・廃止措置計画（第２段階「原子炉領域周辺設備解体撤去期間」）の変更認可 

                                             （平成２８年２月 ３日） 

 

廃止措置中（第２段階「原子炉領域周辺設備解体撤去期間」） 

平成２８年                                                 平成２９年                      

 ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月 １０月 １１月  １２月  １月  ２月  ３月                
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 浜岡原子力発電所における放射性気体廃棄物および放射性液体廃棄物の放出管理状況を

表１，２に示す。 

 

表１ 放射性気体廃棄物                      単位：Ｂｑ 

項 目 
第1四半期※３ 

（4月～6月）

第2四半期※３ 

（7月～9月）

第3四半期※３ 

（10月～12月）

第4四半期※３ 

（1月～3月）

平成28年度※３

合計 

全希ガス※１ 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 

よう素－131※１ 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 

全粒子状物質※１ 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 

トリチウム※２ ３．７×１０１０ ２．９×１０１０ ２．７×１０１０ １．９×１０１０ １．１×１０１１

 

表２ 放射性液体廃棄物                      単位：Ｂｑ 

項 目 
第1四半期 

（4月～6月）

第2四半期 

（7月～9月）

第3四半期 

（10月～12月）

第4四半期 

（1月～3月）

平成28年度 

合計 

全核種※１ 

（ﾄﾘﾁｳﾑ除く） 
検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 検出限界未満 

トリチウム※２ ３．０×１０９ １．８×１０１０ １．７×１０１０ １．９×１０１０ ５．８×１０１０

 
 ※１：検出限界は｢発電用軽水型原子炉施設における放出放射性物質の測定に関する指針｣に定める 
  ※１：測定下限濃度以下である。 
    〈放射性気体廃棄物〉 
     ・全   希   ガ   ス：２×１０－２Bq/cm３ 
     ・よ う 素 －１３１：７×１０－９Bq/cm３ 
     ・全 粒 子 状 物 質：４×１０－９Bq/cm３(ｺﾊﾞﾙﾄ-60 で代表) 
    〈放射性液体廃棄物〉 
     ・全核種(ﾄﾘﾁｳﾑ除く)：２×１０－２Bq/cm３(ｺﾊﾞﾙﾄ-60 で代表)  
 
 ※２：トリチウムは体内に蓄積されにくくエネルギーも低いため人体への影響が極めて小さい。 
    なお､年間の放出量から年間の実効線量を評価しても､１×１０－５ｍＳｖ以下であり、 
    年実効線量限度１ｍＳｖの１０万分の１以下となる。 
 
 ※３：平成２８年２月３日、廃止措置第２段階へ移行したことに伴い、１，２号機の放射性気体廃棄

物の管理対象は、放射性希ガスおよびよう素１３１から粒子状物質に変更となった。


